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的手法により明らかにしている。本論文は全 5 章で構成される o
第 l 章は緒論であり、本研究の背景について述べ、目的と意義を明らかにしているo
第 2 章では、 X線分光学的手法による爆縮コアプラズマ診断の基礎についてふれ、爆縮計測におけるその重要性に
ついて述べている。
第 3 章では、爆縮コアプラズ、マ診断に用いる X線分光計測器の開発について述べているo 本研究では、高時間分解
能を有する X線分光ストリークカメラを開発し、爆縮実験に導入した。同時に、 X線分光ストリークカメラで得られ
るデータの絶対値較正を目的として、 X線分光 CCD カメラの開発を行い、これを併用することにより爆縮コアプラ
ズマからの絶対X線スペクトルの時間分解計測を可能とした。その結果、流体シミュレーションならびに X線分光ポ
ストプロセス(第 4 章)との比較精度の向上につながっている。

























より明らかにしている D 本研究において行った、 X線分光学的手法により爆縮の安定'性を直接的に評価する手法の開
発は、レーザー核融合研究において極めて重要かっ有効で、あるo
以上の様に本論文は、新しいプラズマ分光法を用いることにより、爆縮コアプラズマの安定形成に関する新たな知
見を示したものであり、 X線分光法を用いた流体混合比の直接計測を可能にする明るい展望を与えている。このため
レーザー核融合研究に寄与するところは大きし、。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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